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 30      3  
 30      1  

200L/min  50 ×0.75KW×2 ( ) 
400L/min  50 ×1.8KW×2 ( ) 

    400L/min  50 ×1.8KW×2 ( ) 
    200L/min  50 ×0.75KW×2 ( ) 

F-1 6,300  5.5 KW 1 (A 2F ) 
F-2 8,000  5.5 KW 1 (A 2F ) 

FE-RI-101 1,350 0.75 KW 1 (B ) 
FE-RI-102 7,680 7.5 KW 1 (B ) 
FE-RI-103 3,400 1.5 KW 1 (B ) 
FE-RI-104 10,130 5.5 KW 1 (B ) 
FE-RI-105 2,400 5.5 KW 1 (B ) 

3 200V 6.6KV 
       100KVA 

3 300KVA 
        8  
         11 11  
        30  

 1  
 200Kg 1  

 RI  A , T Spec ,
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V.  

3-H 4440 (277.5) 55500 (2775) 55500 (3330)
14-C 74 (44.4) 3700 (111) 7400 (444)
22-Na 0.185 (0.037) 16.65 (3.33) 18.5 (3.7)
24-Na 14.8 37 37
32-P 370 (22.2) 18500 (1110) 37000 (1110)
33-P 185 9250 18500
35-S 370 (11.1) 9250 (55.5) 37000 (222)
36-Cl 0.37 33.3 37
42-K 1.85 166.5 185
45-Ca 7.4 (0.444) 666 (39.96) 1110 (66.6)
48-V 0.37 14.8 14.8
51-Cr 55.5 (6.66) 4995 (599.4) 5550 (666)
54-Mn 3.7 (1.11) 111 (66.6) 111 (66.6)
59-Fe 0.74 66.6 74
57-Co 3.7 (1.11) 74 (22.2) 74 (22.2)
60-Co 0.185 16.65 18.5
63-Ni 0.37 33.3 37
64-Cu 18.5 1110 1110
67-Cu 37 1110 1110
65-Zn 0.37 (1.11) 33.3 (11.1) 37 (11.1)
67-Ga 37 (18.5) 3330 (185) 3700 (185)
76-As 0.37 33.3 37
75-Se 1.85 166.5 185
86-Rb 7.4 666 740
85-Sr 1.48 74 74
89-Sr 37 (37) 370 (370) 370 (370)
90-Sr 3.7 37 74
90-Y 3.7 37 74

99-Mo 7.4 666 2220
99m-Tc 7.4 666 2220
109-Cd 1.85 (0.111) 166.5 (9.99) 185 (11.1)
111- In 7.4 (9.25) 222 (111) 222 (222)
113m-In 0.37 33.3 37
113-Sn 0.37 33.3 37
123-I 7.4 (7.4) 148 (88.8) 222 (177.6)
125-I 14.8 (0.74) 1110 (7.4) 2220 (29.6)
131-I 7.4 (0.074) 444 (2.96) 666 (7.4)

137-Cs 0.37 33.3 37
133-Ba 0.74 66.6 74
134-Cs 1 10 20

137m-Ba 0.37 33.3 37
141-Ce 7.4 (0.444) 666 (39.96) 740 (44.4)
203-Hg 18.5 (1.11) 185 (11.1) 185 (11.1)
201-Tl 37 (18.5) 370 (185) 370 (185)
204-Tl 0.74 66.6 74
11-C 0.37 0.37 0.37
13-N 0.37 0.37 0.37
15-O 0.37 0.37 0.37
18-F 0.37 0.37 0.37

68-Ga 1 90 100
68-Ga 1 90 100

28 6 20

A B
1 10 20

MBq
1 3

3  
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VI.  

VI-1.  
 VI-1-1.  

26 4
30 125  

RI 26
30 94 4

28 6079 5
 

4 RI
26  27  28  29  30  

0 1 3 2 0 
4 4 2 2 1 

19 7 8 3 2 
0 1 1 5 1 
0 0 0 0 0 

28 14 18 13 13 
0 0 0 0 0 
1 1 0 1 2 
2 3 1 0 4 

54 31 33 26 23 
17 16 16 13 13 
10 9 9 5 6 
29 37 32 29 21 
2 3 3 4 4 
1 0 0 0 0 

30 50 46 50 43 
3 3 1 1 1 
5 6 3 4 6 
7 4 10 8 8 

104 128 120 114 102 
158 159 153 140 125 
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平成30年度　使用料等収支

収支 期間・日付 項目 金額

収入 H30.4.1～H31.3.31 使用料 ¥1,353,200

H30.7 廃棄物集荷費用（H29年度集荷・半額負担分） ¥565,721

合計 ¥1,918,921

支出 H30.10.29 ﾊﾝﾄﾞﾌｯﾄｸﾛｽﾞﾓﾆﾀ修理 ¥102,168

H30.10.29 液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｶｳﾝﾀ修理 ¥385,560

H30.12.11 遠赤外線動物乾燥装置　点検・修理 ¥521,640

H30.12.12 液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ修理 ¥54,216

H31. 1.17 GMｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ修理 ¥379,512

H30.11.2 RI廃棄物集荷 ¥2,110,685

合計 ¥3,553,781

参考

放射線管理ｼｽﾃﾑ点検業務 ¥1,623,888

H30. 4.18 放射線業務従事者　教育訓練ノート ¥196,850

H30. 5.11 LumaPlate-96 ¥153,576

H30. 5.14 放射性同位元素（教育訓練実習用） ¥49,680

H30. 7. 4 電離箱式ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ校正 ¥55,296

H30. 7. 6 放射性同位元素等取扱者手帳 ¥199,800

H30. 8. 8 電離箱式ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ点検校正 ¥114,156

H30. 8.24 シンチレーションサーベイメータ校正 ¥51,840

H30. 9.21 放射線総合ｾﾝﾀｰ屋上ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ塗装工事 ¥129,600

H30.10. 9 放射線総合センター内装補修工事 ¥475,200

H30.11. 5 放射性同位元素（教育訓練実習用） ¥101,520

H30.11.13 放射線総合ｾﾝﾀｰ1階教育訓練講義室自動ﾄﾞｱ補修工事 ¥64,800

H30.12.27 アイソトープ取扱管理システム更新 ¥6,016,680 学長裁量経費

H31. 2.22 RI排水処理施設防鳥ネット取設他工事 ¥140,400

H31. 3.13 GMｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ校正 ¥51,840

H31. 3.22 焼却型プレフィルタ ¥43,740

H31. 3.22 焼却減容型多風量フィルタ ¥402,408

H30.9，H31.3 排気設備他定期点検業務 ¥302,400

H30.4～H31.3 作業環境測定(放射性物質濃度)業務請負代 ¥1,052,628
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         登録申請書の提出 
放射線施設使用申請書《教育訓練を受講し、健康診断を受診後（または登録完了後）に作成・提出》 

        放射線業務従事者証明書      ※他大学・他事業所にて従事者登録をしていた方が徳島大学で 
教育訓練受講証明書   ※     従事者登録をするとき、この 3 つの書類を提出すれば教育訓練の 

        被ばく歴              時間数短縮等の免除が受けられる場合がある 
 
         ガラスバッジの申込（施設使用申請書提出） 
 
         放射線業務従事者証明証・手帳等の配付 

提出された登録申請書をもとに、 
健康診断受診についての      健康診断受診者の      健康診断受診希望者のリストを 

       案内（問診票等）         リストを送付         作成し、通知 
             健康診断の判定結果を通知             
 
 
      登録完了後、施設オリエンテーションの申込 
                    各部局より提出された健康診断      健康診断受診者の 
                 受診希望者のリストを通知        リストを送付 
                                           
            健康診断の受診 
                                           

図 19a 放射線業務従事者になるための手続き 

登録希望者 所属部局の事務担当係 

蔵本職員係

キャンパスライフ健康支援センター（蔵本保健室）
施設 
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共通の観点等に対する《取組状況》【平成22～27年度】(計画コード: 2B109; アイソトープ総合センター)

分野 Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標

大項目 Ⅱ-Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標

共通観点 2B000 ○ 外部有識者の積極的活用や監査機能の充実が図られているか。

指標 2B100 ・外部有識者の活用状況

 【年度毎の状況】

2010年度(平成22年度) 2011年度(平成23年度) 2012年度(平成24年度) 2013年度(平成25年度) 2014年度(平成26年度) 2015年度(平成27年度)

作成年月日 2011-04-13 2011-10-20 2013-04-09 2014-04-08 2015-12-25 2015-12-25

責任者 篠原センター長 篠原センタ―長 篠原センター長 三好センター長 三好センター長 三好センター長

担当部署 アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター

作成者 三好弘一 三好弘一 三好弘一 三好弘一 三好弘一 三好弘一

指標に対する取組状況 H22年度には外部評価を行わなかった。 H23年度は外部評価は行わなかった。 H24年度は外部評価は行わなかった。 H25年度は外部評価は行わなかった。 H27年2月16日に第2回外部評価を実施して
公開した。

H27年度は外部評価は行わなかった。

共通の観点等に対する《取組状況》【平成22～27年度】(計画コード: 4B109; アイソトープ総合センター)

分野 Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標

大項目 Ⅳ-Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標

共通観点 4B000 ○ 情報公開の促進が図られているか。

指標 4B100 ・情報発信に向けた取組状況

 【年度毎の状況】

2010年度(平成22年度) 2011年度(平成23年度) 2012年度(平成24年度) 2013年度(平成25年度) 2014年度(平成26年度) 2015年度(平成27年度)

作成年月日 2011-10-20 2013-04-09 2014-04-08 2015-12-25 2015-12-25

責任者 篠原センター長 篠原センター長 三好センター長 三好センター長 三好センター長

担当部署 アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター

作成者 三好弘一 三好弘一 三好弘一 三好弘一 三好弘一

指標に対する取組状況 アイソトープ総合センターのホームページ
の更新，センターニュースの発刊(予定)を
行っている。

アイソトープ総合センターのホームページ
の更新を行っている。

アイソトープ総合センターのホームページ
の更新，センターニュース及びセンター概
要の発刊を行った。

アイソトープ総合センターのホームページ
を更新した。放射線業務従事者の登録シス
テムを新規作成して学内に公開して使用し
た。

平成26年度に引き続きアイソトープ総合セ
ンターのホームページを更新，放射線業務
従事者の登録システムを更新して使用し
た。

共通の観点等に対する《取組状況》【平成22～27年度】(計画コード: 4A209; アイソトープ総合センター)

分野 Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標

大項目 Ⅳ-Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標

共通観点 4A000 ○ 中期計画・年度計画の進捗管理，自己点検・評価の着実な取組及びその結果の法人運営への活用が図られているか。

指標 4A200 ・自己点検・評価の着実な実施及びその結果の法人運営への活用状況

 【年度毎の状況】

2010年度(平成22年度) 2011年度(平成23年度) 2012年度(平成24年度) 2013年度(平成25年度) 2014年度(平成26年度) 2015年度(平成27年度)

作成年月日 2011-10-20 2013-04-09 2014-04-08 2015-12-25 2015-12-25

責任者 篠原センター長 篠原センター長 三好センター長 三好センター長 三好センター長

担当部署 アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター

作成者 三好弘一 三好弘一 三好弘一 三好弘一 三好弘一

指標に対する取組状況 年度末に，センター利用統計(組織評価の
資料でもある)をまとめ利用状況の確認を
行っている。

年度末に，センター利用統計(組織評価の
資料でもある)をまとめ利用状況の確認を
行っている。

年度末に，センター利用統計(組織評価の
資料でもある)をまとめ利用状況の確認を
行った。

H26年12月に自己点検評価報告書(H21-

H25年度)を作成して公開した。年度末に，
センター利用統計をまとめ利用状況の確認
を行っている。(組織評価資料)

年度末に，センター利用統計をまとめ利用
状況の確認を行っている。(組織評価資料)
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共通の観点等に対する《取組状況》【平成22～27年度】(計画コード: 4A109; アイソトープ総合センター)

分野 Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標

大項目 Ⅳ-Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標

共通観点 4A000 ○ 中期計画・年度計画の進捗管理，自己点検・評価の着実な取組及びその結果の法人運営への活用が図られているか。

指標 4A100 ・中期計画・年度計画の進捗状況管理の状況

 【年度毎の状況】

2010年度(平成22年度) 2011年度(平成23年度) 2012年度(平成24年度) 2013年度(平成25年度) 2014年度(平成26年度) 2015年度(平成27年度)

作成年月日 2011-10-20 2013-04-09 2014-04-08 2015-12-25 2015-12-25

責任者 篠原センター長 篠原センター長 三好センター長 三好センター長 三好センター長

担当部署 アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター

作成者 三好弘一 三好弘一 三好弘一 三好弘一 三好弘一

指標に対する取組状況 センター教職員のミーティングを開催し，
センターの目標を再確認して改善に努めて
いる。

センター教職員のミーティングの開催し，
センターの目標を再確認して改善に努めて
いる。

センター教職員のミーティングを開催し，
センターの目標を再確認して改善に努めて
いる。

センター教職員ミーティングを開催し，セ
ンターの目標を再確認して施設や設備など
改善に努めている。

センター教職員ミーティングを開催し，セ
ンターの目標を再確認して施設や設備など
改善に努めている。

分野 Ⅴ その他業務運営に関する重要目標

大項目 Ⅴ-2 安全管理に関する目標

中項目 Ⅴ-2 安全管理に関する目標

小項目 52200 リスクマネジメント体制等を充実する。 担当部署

中期計画 52210 予防的観点に着目したリスクマネジメント体制等を構築する。 アイソトープ総合センター

 【年度毎の状況】

2010年度(平成22年度) 2011年度(平成23年度) 2012年度(平成24年度) 2013年度(平成25年度) 2014年度(平成26年度) 2015年度(平成27年度)

作成年月日 2011-03-09 2012-03-12 2013-03-12 2014-03-12 2015-03-11 2016-03-14

責任者 篠原センター長 篠原センター長 篠原センター長 三好センター長 三好センター長 三好センター長

担当部署 アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター

作成者 三好 弘一 三好 弘一 三好 弘一 三好 弘一 三好弘一 三好弘一

具体的な取組内容 ・学生に対する放射線安全教育の必要性の
調査を行い，教育対象とする学生グループ
を決定する。可能なところから学生に対す
る放射線安全教育を実施する。
アンケートによる理解度調査
調査の実施
実施対象の決定
実施回数
参加者数
・センターの安全管理を充実させるため，
放射線安全管理検討委員会を立ち上げ，安
全管理日誌(仮称)を作成し，安全管理の問
題点を把握し改善に役立てる。
　安全管理日誌の作成，記帳。
・RI施設の安全管理体制を強化するため
に，放射線取扱主任者の増員を図るための
方策を検討する。

・学生に対する放射線安全教育を実施す
る。(全学共通教育:教養科目:自然放射線
と放射科学)(医学部:公衆衛生学実習)
アンケートによる理解度調査
教育用テキストの改善
実施対象
実施回数
参加者数
・実験室の使用の仕方と汚染の状況につい
ての調査プロジェクトを引き続き実施し
て，学部生・院生の放射線安全意識を向上
させる。
実施回数
参加者数
・センターの安全管理を充実させるため，
安全管理日誌の作成，記帳を引き続き行
う。
・RI施設の安全管理体制を強化するため放
射線取扱主任者の増員を図る。そのため
に，第1種放射線取扱主任者試験に対する
講習会を実施する。
実施回数
参加者数

・学生に対する放射線安全教育を実施す
る。
アンケートによる理解度調査
実施対象
実施回数
参加者数
・センターの安全管理を充実させるため，
放射線安全管理検討委員会で安全管理の問
題点を検討し改善に役立てる。
　安全管理日誌の作成，記帳。
・RI施設の安全管理体制を強化するための
方策を検討し，放射線取扱主任者の増員を
図る。

・学生に対する放射線安全教育を実施す
る。
アンケートによる理解度調査
実施対象
実施回数
参加者数
・センターの安全管理を充実させるため，
放射線安全管理検討委員会で安全管理の問
題点を検討し改善に役立てる。
　安全管理週誌の作成，記帳
・RI施設の安全管理体制を強化するための
方策を検討し，放射線取扱主任者の増員を
図る。
・小動物用PET/CT施設の安全管理体制並
びに安全な運用を強化するためセンター人
員(学長裁量ポスト並びに職員)により支援
を行う。

・検証
実施対象の受講率
理解度調査の総括
・検証
安全管理簿への記帳
安全管理対策の実施
・小動物PET/CT施設の支援・運用状況

・前年度の検証結果を踏まえて教育方法を
改善し，学生に対する放射線安全教育を実
施していく。
・前年度の検証結果を踏まえて問題点を改
善し，センターの安全管理の充実を図る。
・前年度の検証結果を踏まえ，第1種放射
線取扱主任者の能力の維持と人員の確保を
図る。 ・前年度の検証結果を踏まえ，小
動物PET/CT施設の安全管理の充実と運用
の強化を図る。

共通の観点等に対する《取組状況》【平成22～27年度】(計画コード: 5A214; アイソトープ総合センター)

分野 Ⅴ その他業務運営に関する重要目標

大項目 Ⅴ-Ⅴ その他業務運営に関する重要目標

共通観点 5A000 ○ 法令遵守(コンプライアンス)及び危機管理体制が確保されているか。

指標 5A200 ・災害，事件・事故等の危機管理に関する体制及び規程等の整備・運用状況

 【年度毎の状況】

2010年度(平成22年度) 2011年度(平成23年度) 2012年度(平成24年度) 2013年度(平成25年度) 2014年度(平成26年度) 2015年度(平成27年度)

作成年月日 2011-10-20 2013-04-09 2014-04-08 2015-12-25 2015-12-25

責任者 篠原センター長 篠原センター長殿 三好センター長 三好センター長 三好センター長

担当部署 アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター アイソトープ総合センター

作成者 三好弘一 三好弘一 三好弘一 三好弘一 三好弘一

指標に対する取組状況 ○学内RI査察を，11月に実施した。
○RIの在庫確認が各RI施設で3ヶ月毎に行
われ報告されている。

○学内RI査察が，11月に実施する予定であ
る。
○RIの在庫確認が各RI施設で3ヶ月毎に行
われ報告されている。

○学内RI査察を，11月に実施した。
○RIの在庫確認が各RI施設で3ヶ月毎に行
うとともに，廃棄RI容器の確認を行った。
○防災訓練を12月に実施した。
○防災関連備品を購入した。

○学内RI査察を，11月に実施した。
○RIの在庫確認を3ヶ月毎に行うとともに，
廃棄RI容器の確認を行った。
○防災訓練を12月に実施した。
○防災関連備品を整備拡充した。

○学内RI査察を，7月に実施した。
○RIの在庫確認を3ヶ月毎に行うとともに，
廃棄RI容器の確認を行った。
○防災訓練を12月に実施した。
○防災関連備品を整備拡充した。 ○外部と
の出入り口に新たに監視カメラの設置を行
うとともに，管理区域の出入り口のカメラ
の視認性を上げて監視体制を強化する予定
である。
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XIV-2  
H26  http://rirctr.ri.tokushima-u.ac.jp/H26konkyofiles/ 

1 : jikotenken3.pdf 
2 gaibuhyoka2.pdf 
3 RI yosanH26.pdf 

4 anzenH26.pdf 
5 ricsaigaiH26.pdf 
6 bosaiH26.pdf 

7 bousaibihinH26.pdf 
8 bousaikunrenH26.pdf 
9 tebikiH26.pdf 
10  orientH26.pdf 

11  kunrenH26.pdf 
12  commentH26.pdf 
13  RI sasatsuH26.pdf 
14  kirokuH26.pdf 

15  http://150.59.156.48 
16  

http://ric5.ri.tokushima-u.ac.jp/wtrs/ 

17 zaikoH26.pdf 

18 haikiH26.pdf 

19  PET/CT petctH26.pdf 

20 manualH26.pdf 

21 shoboH26.pdf 

22  igakukaH26.pdf,  eiyouH26.pdf, 

 anketoH26.pdf 

23 scienceCH26.pdf 
24 monthlyH26.pdf 
25 taisakuH26.pdf 
26 sokuteiH26.pdf 

27 menkyoH26.pdf 
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H27 http://rirctr.ri.tokushima-u.ac.jp/H27konkyofiles/ 

1 RI yosanH27.pdf 

2 keikakuH27.pdf 

3 anzenH27.pdf 

4 ricsaigaiH27.pdf 

5 : bosaiH27.pdf 

6 bousaibihinH27.pdf 

7 :bousaikunrenH27.pdf 

8 tebikiH27 

9 orientationH27.pdf 

10 radsafeeduH27.pdf 

11 practiceH27.pdf 

12 2015RI : sasatsuH27.pdf 

13 siyosuH27.pdf 

14 (H27 2
web ) http://150.59.156.72  http://150.59.156.56 

15  

http://ric5.ri.tokushima-u.ac.jp/wtrs/ 

16 zaikoH27.pdf 

17 haikiH27.pdf 

18  PET/CT (~10 ): petctH27.pdf 

19 shoboH27.pdf 

20  igakukaH27.pdf,  eiyouH26.pdf,

kyotsuH27.pdf,  2015: kyotsuhyoukaH27.pdf, : seibutsuH27.pdf 

21 scienceCH27.pdf 

22 monthlyH27.pdf 

23 taisakuH27.pdf 

24 sokuteiH27.pdf 

25 kyoinmenkyoH27.pdf 

26 : itakuH27.pdf 

27 : senmonmeibokisokuH27.pdf, 

 senmomngijirokuH27, 1 3 :  

senmonsiryoH27.pdf, senmonH2701.pdf, senmonH2702.pdf, senmonH2703.pdf 

28 :http://rirctr.ri.tokushima-u.ac.jp/RISM/index.html 

29 : user.pdf : RIgroup.pdf 

30 1 : Ganmagroup.pdf 

31  H27: researchH27.pdf 



 

113 

H28 http://rirctr.ri.tokushima-u.ac.jp/H28konkyofiles/ 

1. yosanH28.pdf 

2. anzenH28.pdf 

3.RI ricsaigaiH28.pdf 

4. bosaiH28.pdf 

5. bousaibihinH28.pdf 

6. bousaikunrenH28.pdf 

7. tebikiH28.pdf 

8. orientationH28.pdf 

9. adsafeeduH28.pdf 

10. practiceH28.pdf 

11.RI sasatsuH28.pdf 

12. siyosuH28.pdf 

13. http://150.59.156.72 

14. http://ric6.ri.tokushima-u.ac.jp/RIRC.html 

15.  RI zaikoH28.pdf 

16.  RI haikiH28.pdf 

17.  PET/CT petctH28.pdf 

18. Xraykoshin.pdf 

19. shoboH28.pdf 

20. (H28  igakukaH28.pdf ,  eiyouH28.pdf ,  

 kyotsuH28.pdf ,  kyotsuhyokaH28.pdf,   

seibutsuH28.pdf, Summer School 2016 summerH28.pdf ) 

21. scienceCH28.pdf 

22. monthlyH28.pdf 

23. taisakuH28.pdf 

24. sokuteiH28.pdf 

25. itakuH28.pdf 

26. senmongijirokuH28.pdf 

27.  

http://rirctr.ri.tokushima-u.ac.jp/RISM/index.html 

28. researchH28.pdf 

29. RIgroupH28.pdf 

30. GanmagroupH28.pdf 

31. mugiH28.pdf 

32. familyH28.pdf 

33. H28shien.pdf 
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H29 http://rirctr.ri.tokushima-u.ac.jp/H29konkyofiles/ 

  

1. H31  

2. H31  

 

1. gaiyo2017.pdf 

2. http://ric6.ri.tokushima-u.ac.jp/RIRC.html 

3. newsno11H29.pdf 

4. yosanH29.pdf 

5. anzenH29.pdf 

6.RI ricsaigaiH29.pdf 

7. bosaiH29.pdf 

8. bousaibihinH29.pdf 

9. bousaikunrenH29.pdf 

10. http://150.59.156.72   

kakuninH29.pdf 

 

1. siyosuH29.pdf 

2. H29shien.pdf 

3. tebikiH29.pdf 

4. osenjyokyoH29.pdf 

5. orientationH29.pdf 

6. radsafeeduH29.pdf 

7. practiceH29.pdf 

8.  PET/CT petctH29.pdf 

9. RIgroupH29.pdf 

10. researchH29.pdf 

11. GanmagroupH29.pdf 

  

1.  RI zaikoH29.pdf 

2.  RI haikiH29.pdf 

3. senryoH29.pdf 

4. shisetsukanriH29.pdf 

5.RI sasatsuH29.pdf 

6. ( )(X )  

XraykoshinH29.pdf 

7.  itakuH29.pdf 
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8. senmongijirokuH29.pdf 

9.  

http://rirctr.ri.tokushima-u.ac.jp/RISM/index.html 

 

1. kyotsuH29.pdf kyotsuhyokaH29.pdf 

2. H29  

3. eiyouH29.pdf 

4. igakukaH29.pdf 

5.Summer School 2017 H29  

 

1. shoboH29.pdf 

2. scienceCH29.pdf 

3. scienceseminarH29.pdf 

4. monthlyH29.pdf 

5. taisakuH29.pdf 

6. sokuteiH29.pdf 

7. kyoinmenkyoH29.pdf 

8. H29  

9. kouenH29.pdf 

10. familyH29.pdf 

11. H29  

 

1. shikinH29.pdf 

 
 

H30 http://rirctr.ri.tokushima-u.ac.jp/H30konkyofiles/ 

  

1. H31  

2. H31  

 

1. gaiyo2018.pdf 

2. http://ric6.ri.tokushima-u.ac.jp/RIRC.html 

3.  

4. yosanH30.pdf 

5. anzenH30.pdf 

6.RI ricsaigaiH30.pdf 

7. bosaiH30.pdf 
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8. bousaibihinH30.pdf 

9. bousaikunrenH30.pdf 

10. http://150.59.156.72   

kakuninH30.pdf 

 

1. siyosuH30.pdf 

2. H30shien.pdf 

3. tebikiH30.pdf 

4. osenjyokyoH30.pdf 

5. orientationH30.pdf 

6. radsafeeduH30.pdf 

7. practiceH30.pdf 

8.  PET/CT petctH30.pdf 

9. RIgroupH30.pdf 

10. researchH30.pdf 

11. GanmagroupH30.pdf 

  

1.  RI zaikoH30.pdf 

2.  RI haikiH30.pdf 

3. senryoH30.pdf 

4. shisetsukanriH30.pdf 

5.RI sasatsuH30.pdf 

6. ( )(X )  

XraykoshinH30.pdf 

7.  itakuH30.pdf 

8. senmongijirokuH30.pdf 

9. jimtantoshaH30.pdf 

10.  

http://rirctr.ri.tokushima-u.ac.jp/RISM/index.html 

 

1. kyotsuH30.pdf kyotsuhyokaH30.pdf 

2. H30  

3. eiyouH30.pdf 

4. igakukaH30.pdf 

5.Summer School summerH30.pdf 

6. hokenH30.pdf 
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1. shoboH30.pdf 

2. scienceCH30.pdf 

3. H30  

4. monthlyH30.pdf 

5. taisakuH30.pdf 

6. H30  

7. kyoinmenkyoH30.pdf 

8. H30  

9. H30  

10. familyH30.pdf 

11. H30  

  

1. shikinH30.pdf 

 

 
 

 

XV.  

26 (H26.4.1-)
1 PET/CT

29
 

 
 

XVI   

XVI-1  

3
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(FLA-9000)  
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XVI-2  
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XVII  

3

 
3

 
 

Ø 
 

Ø  
Ø PET/CT  
Ø 

 
 

Ø  
Ø 

 
Ø e-Learning  
Ø  

 
Ø RI

 
Ø 

 
Ø  
 

10 RI
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★は平成３１年度実施の組織評価における評価項目。
○共通項目（研究）

○共通項目（社会貢献）

○共通項目（コンプライアンス）

○固有評価項目
　＜新規教育訓練の実施＞

組織評価基礎資料：放射線総合センター

0 0 0 0 0 
0

2

4

H25 H26 H27 H28 H29

社会貢献 受賞件数 

0 0 0 0 0 
0

2

4

H25 H26 H27 H28 H29

公開講座担当数 

15 13 12 13 

0 
0
5

10
15
20

H25 H26 H27 H28 H29

一般市民向け講演依頼件数 

0 

3 

0

2

4

H25 H26 H27 H28 H29

出張講義件数 

0  0  
0

2

4

H25 H26 H27 H28 H29

フィールドワーク実施数 

1 
2 

4 

0 
1 

0

2

4

6

H25 H26 H27 H28 H29

国際学会等発表数 

10 

6 
9 

7 
4 

0

5

10

15

H25 H26 H27 H28 H29

国内学会等発表数 

10 

3 2 
5 

3 

0

5

10

15

H25 H26 H27 H28 H29

Scopus論文数 

0  3,240  1,211  200  0  0  
1  1  1  

0  
0

2

4

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H25 H26 H27 H28 H29

受託研究:件数・金額（千円） 

150  100  2,500  900  200  

1  1  

2  2  

1  

0

1

2

3

0

1,000

2,000

3,000

H25 H26 H27 H28 H29

科学研究費補助金:件数・金額（千円） 

545  

2,585  

545  0  545  
1  

4  

1  
0  

1  

0

2

4

6

0

1,000

2,000

3,000

H25 H26 H27 H28 H29

共同研究:件数・金額（千円） 

100  
300  

0  0  0  
1  

1  
0  0  0  

0

2

4

0

100

200

300

400

H25 H26 H27 H28 H29

奨学寄附金:件数・金額（千円） 

1 

2 

1 1 

0 
0

1

2

3

H25 H26 H27 H28 H29

特許出願件数 

2 

0 0 0 0 
0

2

4

H25 H26 H27 H28 H29

特許取得件数 

0 0 

540 

0 0 
0

200

400

600

H25 H26 H27 H28 H29

特許収入（千円） 

117  116  
93  93  

111  

0

50

100

150

H25 H26 H27 H28 H29

X線コース：受講者数 

98  
126  116  102  92  

0

50

100

150

H25 H26 H27 H28 H29

医学科3年生の教育訓練：受講者

数 

74  
96  

66  70  57  

0

50

100

150

H25 H26 H27 H28 H29

実習：受講者数 

192  179  

263  

150  
203  

0

100

200

300

H25 H26 H27 H28 H29

研究：受講者数 

270  
220  245  238  

119  

0

100

200

300

H25 H26 H27 H28 H29

診療：受講者数 

H26よりデータ収

集開始（H25は

データなし） 

H26よりデータ収

集開始（H25は

データなし） 

2 

1 

0 0 0 
0

1

2

3

H25 H26 H27 H28 H29

Scopus論文:国際共著 
85 

2 2 2 0 
0

50

100

H25 H26 H27 H28 H29

Scopus論文:被引用数 
論文発表年に対

する被引用数の

表示なので，通

常，直近になるほ

ど減少する。 

Scopus収録論文
のみを対象とし

ている。 

0 

0 

100.0 

0

50

100

H25 H26 H27 H28 H29

研究倫理教育受講率（％） 
100.0 

0

50

100

H25 H26 H27 H28 H29

情報倫理教育受講率（％） 
H29よりデータ

収集開始（H25

～H28はデータ

なし） 

H29よりデータ

収集開始（H25

～H28はデータ

なし） 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0

2

4

0

0.5

1

H25 H26 H27 H28 H29

外部組織参画:件数・参画割合 

0 
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　＜再教育訓練の実施＞

　＜オリエンテーションの実施＞ 　＜研究施設の使用状況＞

　＜研究技術相談，支援:回数:＞
年度

Ｈ２５

Ｈ２６

Ｈ２７

Ｈ２８

H29

　＜社会貢献推進:一般向け放射線関連講座の開催＞

年度

Ｈ２５

Ｈ２６

Ｈ２７

Ｈ２８

H２９

項目名 活動内容
1.小動物PET/CT施設支援
2.放射線利用研究会の実施
3.引き続きホームページ及びアイソトープ総合センターニュースに，「学内外放射線関連業務や教育活動をお手伝いしています。お気軽に御相談下さい。」と「機器
使用法についての相談」のページを開設した。
4.RIを使用した実験手法の一覧と新規利用手法のページを開設した。
5.福島第一原発事故による原子力災害に伴う放射能測定を実施した。（福島県林業研究センター測定試料の１部、原発由来放射性物質対策委員会の一部）

1．サイエンスクラブ''放射線''「霧箱の作成と放射線の観察」を7月29日(水)・8月5日（水）・8月7日（金）にセンター講義室で実施した。中高生12名が参加した。
2.マンスリー放射線講座を一般対象に実施した。参加者：4月17日 9名、5月15日 5名、6月26日5名、7月24日7名、8月21日 4名、9月25日6名、10月16日 6名、11月
20日 8名、12月11日 6名、1月22日 6名、2月19日7名,3月18日7名
3.消防学校での講義と実習：平成28年3月11日(37名）香川県消防学校

1.センターの利用者の参加による第2回放射性同位元素利用研究会を開催した。
2.第2回ガンマ線照射装置導入を目指した放射線研究グループの研究計画発表会を実施した。
3.小動物PET/CT施設の運営・安全管理支援
4.事務担当者に登録システムの使用方法について説明会をキャンパスごとに開催した。（2回）
5.RI登録システムの更新を行った。
6. センター内管理区域実験室での汚染について除染支援と汚染原因の相談を3件行った。
7.福島第一原発事故による原子力災害に伴う放射能測定を実施した。（福島県林業研究センター測定試料の１部、原発由来放射性物質対策委員会の一部）合計
10件

研究技術相
談，支援:回
数:

1．サイエンスクラブ''放射線''「霧箱の作成と放射線の観察」を7月27日(水)・8月3日（水）・8月5日（金）にセンター講義室で実施した。中高生14名が参加した。
2.　ファミリーサイエンス教室「放射線を見てみよう！」を7月3日（日）と31日（日）に実施し、保護者と小学生の合計14名が参加した。
3.マンスリー放射線講座を一般対象に実施した。参加者：4月22日 6名、5月20日 6名、6月24日5名、7月22日4名、8月119日 7名、9月23日5名、10月21日 5名、11月
25日 8名、12月16日 7名、1月20日 5名、2月17日6名,3月17日5名
4.消防学校での講義と実習：平成28年11月19日(21名、徳島県消防学校）、12月9日（26名、香川県消防学校）
5.牟岐町での講演「身の回りの放射線」平成28年7月20日約50名参加（町民　牟岐町高齢者教室）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計20件

1.小動物PET/CT施設支援
2.引き続きホームページに，「学内外放射線関連業務や教育活動をお手伝いしています。お気軽に御相談下さい。」と「機器使用法についての相談」のページを開設
した。
3.新しいRI登録システムのページを開設した。
4.福島第一原発事故による原子力災害に伴う放射能測定を実施した。（福島県林業研究センター測定試料の１部、原発由来放射性物質対策委員会の一部）

1.センターの利用者の参加による第１回放射性同位元素利用研究会を開催した。
2.第１回ガンマ線照射装置導入を目指した放射線研究グループの研究計画発表会を実施した。
3.小動物PET/CT施設の運営・安全管理支援
4.引き続きホームページに，「学内外放射線関連業務や教育活動をお手伝いしています。お気軽に御相談下さい。」と「機器使用法についての相談」のページを開設
した。
5.RI登録システムの更新を行った。
6.福島第一原発事故による原子力災害に伴う放射能測定を実施した。（福島県林業研究センター測定試料の１部、原発由来放射性物質対策委員会の一部）

項目名 活動内容
1．サイエンスクラブ''放射線''「霧箱の作成と放射線の観察」を7月31日(金)にセンター講義室で実施した。一般1名が参加した。8月2日（金）高校生2名が参加した。8
月7日（水）中学校教員1名が参加した。
2.マンスリー放射線講座を一般対象に実施した。参加者：4月26日 4名、5月24日 5名、6月21日１名、7月19日2名、8月23日 5名、9月20日3名、10月18日 5名、11月
22日 6名、12月20日 3名、1月24日 8名、2月21日 11名、3月14日 8名、であった。
3.「正しく理解する放射線」教育職員セミナープログラム、12月25日　中学校教員30名が参加した。
4. 3月度徳島広域消費者協会例会にて、「身の回りにある放射線について学ぼう」、3月25日 11名参加した。
5.消防学校「特殊災害課」危険物質等の基礎知識（放射性物質）を実施した。3月10日　参加者：37名　であった。

1．サイエンスクラブ''放射線''「霧箱の作成と放射線の観察」を7月30日(水)にセンター講義室で実施した。一般6名が参加した。
2.マンスリー放射線講座を一般対象に実施した。参加者：4月18日 9名、5月23日 5名、6月20日5名、7月25日7名、8月22日 4名、9月26日7名、10月17日 5名、11月
21日 8名、12月19日 4名、1月23日 9名、2月20日6名,3月20日6名
3.消防学校での講義と実習,１11月14日（18名）徳島県消防学校,12月8日(20名）・3月13日（３６名）,香川県消防学校

1.センターの利用者の参加による第3回放射性同位元素利用研究会を開催した。
２．第3回ガンマ線照射装置導入を目指した放射線研究グループの研究計画発表会を実施した。
3.小動物PET/CT施設の18回測定支援、運営・安全管理支援を行った。
4.事務担当者に登録システムの使用方法について説明会をキャンパスごとに開催した。（3回）
5.RI登録システムの更新を行った。
6. センター内管理区域実験室での汚染について除染支援と汚染原因の相談を3件行った。
７．機器異常報告6件あり対応した。
８．第７回分子イメージング教育研修プログラムを開催した。
９．.福島第一原発事故による原子力災害に伴う放射能測定を実施した。（福島県林業研究センター測定試料の１部、原発由来放射性物質対策委員会の一部）
合計35件

社会貢献推
進:一般向け
放射線関連講
座の開催

1．サイエンスクラブ''放射線''「霧箱の作成と放射線の観察」：7月26日・8月2日・8月4日に実施、中学生9名、高校生１名が参加。
2.　ファミリーサイエンス教室「放射線を見てみよう！」：7月2日（日）と30日（日）に実施、保護者と小学生の合計18名が参加。
３．サイエンスセミナー「PET装置の測定原理」：8月9日に実施、高校生１名の参加。
４．マンスリー放射線講座を一般対象に実施した。参加者：4月21日 7名、5月19日 7名、6月23日5名、7月21日4名、8月18日 7名、9月22日4名、10月20日 5名、11月
10日 4名、12月15日 6名、1月19日 5名、2月16日5名,3月16日6名
５．消防学校での講義と実習：平成30年3月12日(38名、徳島県消防学校）
６．松山市での講演「放射性物質の基礎知識及び人体への影響」平成29年8月17日130名参加（松山市役所）、伊予市での講演「原発から半径30km圏内における
屋内避難行動-放射線の基礎知識といざという時の避難行動日て-」平成29年11月11日50名参加（下灘コミュニティセンター）
合計21件
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オリエンテーションの実施: 
受講者数 
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一般向け放射線関連講座の開催: 
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研究施設の使用状況: 
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(1) Tamaki Otani, Hideki Otsuka, Kazuya Kondo, Hiromitsu Takizawa, M Nagata, M 
Kishida and H Miyoshi : Utility of respiratory-gated small-animal PET/CT in the 
chronologic evaluation of an orthotopic lung cancer transplantation mouse 
model.,Radiological Physics and Technology, Vol.8, No.2, pp.266--277, 2015.

(1) Tamaki Otani, Kazuya Kondo, Hiromitsu Takizawa, Koichiro Kajiura, Fujino 
Haruhiko and Hideki Otsuka : Non-Invasive Assessment of Cisplatin and Erlotinib 
Efficacy in Lung Cancer by Monitoring an Orthotopic SCID Mouse Model with 
Computed Tomography, 16th World Conference on Lung Cancer, Sep. 2015. 
(2) Hiromitsu Takizawa, Kazuya Kondo, Mitsuhiro Tsuboi, Koichiro Kajiura, Tamaki 
Otani, Hiroaki Toba, Yukikiyo Kawakami, Shoji Sakiyama and Akira Tangoku : Mini 
OralComputed Tomography Lymphography by Transbronchial Injection of Iopamidol for 
Preoperative, 16th World Conference on Lung Cancer, Sep. 2015.

( ) 3
 
(1) Hirokazu Miyoshi, Kida Fumio, Hase Hitoshi and Koichiro Tsuchiya : Silica-
nanocapsule-doped CR-39 for fluorescence detection of Xrays, Physics Procedia, Vol.80, 
pp.90--93, 2015.
(2)  ,  ,  ,   : 

, , 
Vol.14, No.1, 27 31 , 2015 .

(1) Hirokazu Miyoshi, Hiroura Mitsunori, Tshuji Kazunori, Namiko Irikura and Tamaki 
Otani : 
Newscintillation imaging material composed of fine silica powder for tritium detection, 
15th International Congress of Radiation Research (ICRR 2015), Kyoto, May 2015.
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部局名(放射線総合センター)

基準・目標 備考

新規教育訓練 734人以上

再教育訓練 1,198人以上

オリエンテーションの実施 受講者数 125人以上

回数 4,138回以上

使用者数 125人以上

研究技術相談、支援 回数 92件以上

社会貢献推進
一般向け放射線関
連講座の開催状況

17回以上

100%

100%

※１「選択項目」：部局が主体的に評価項目と目標値を設定（最大５項目）

※２「達成必須項目」：一定の水準を定め、達成されてない場合はポイントを減算

達成必須項目
※２

研究倫理教育受講率（教員）

情報倫理教育受講率（教員）

教育訓練の実施（受講者
数）

H30実績以上選択項目
※１

研究施設の使用状況

令和２年度実施の組織評価における評価項目及び目標値

グループ３

区分 評価項目

別添
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